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しはじめに

今世紀に入り，生活関連の様々な施策で新自由主

義者E標携する変化が現れている。例えば消費者政策

では，平成 16(2004)年に「消費者保護基本法」の

「保護」の文字を取った名称である「消費者基本法」

が成立した。この名が示すように， f消費者基本法J

の基本理念が消費者の「保護jから「権利尊重J.rEl

立支援Jに対し重心が霞かれるようになった。同法

第 17条では，消費者が市場原E盟主義で競争志向的

な経済体制の中で「情報弱者」にならないために.r学

校，地域，家庭， f践域その他の様々な場を通じて消

費生活に関する教育を充実する l)J闇・地方自治体

の資務を明示した。すなわち、生涯に渡る消費者教

育を受ける機会とシステムの提供が，国・自治体が

保障するセーフテイネットの一つになり， f消費者

教育」の機能強化が明確化された，と理解できる。

この動きを受け，国民生活審議会の消費者政策部

会では m自立した消費者』をめざしてJという理
念と 2つの大きな程標(①消焚生活に関して自ら

進んで必要な知識を習得し，必要な情報を収集する

など自主的かつ合理的に行動できる消費者の育成と

支援，@消費生活に関して，環境の保全及び知的財

産権などの適正な保護に配慮する消費者の育成と支

(議資終了 2008年5月12日)

予020-8550íj~附市上llJ 3-18-33 (勤務先)
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援)に基づく「消費者教育の体系化Jが検討された。

また，同部会は国(文部科学省)の寅務を根拠として，

学校教育における浩賢者数湾の推進を次期学習指導

要領へいっそう盛り込むよう働きかけることを明言

している 2)。

消費生活に関する家庭科の自擦は， 1960年代か

ら80年代に変る「消費者の権利」の拡大に伴い，

「今日的な生産から消費，廃棄，環境までを見通す

ことのできる生活主体の形成3)Jが目指されるよう

になった。この自擦は，先に言及した消費者政策部

会が提示した2つの大きな毘擦と重なる部分が多く，

家庭科教育が f自立j と問時に f自律」できる消費

者育成に，長年間わってきたことを示すものである。

また，消費生活領域の年代ごとの授業実践の特徴に

ついて田結庄は， f1940・50年代は買い物教育，お

こづかいの使い方，記i騒が主jで， f1950年代の終

わりから 60年代にかけて、務品のついている表示

とマークの設業が多くなってきた」と，当時の教育

実践記録から分析したの。表示・マークに関する学

習は，現在においても，務品・サービスの情報(扱

いの注意，品質保証，補償内容，材料の特徴，等)

を読み解くカの育成のため，家庭科の授業の中で取

り上げられ続けている。マーク・表示をはじめとす

る様々な生活情報を学ぶ意味は，消露者自らの権利

保護，生活向上に役立てる方策そ知ることのほかに，

生活者として他者の権利や環境保全を慮る経験を穣
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むことにあるといえる。 11.研究方法

また， 00民生活審議会では各ライフステージ、 (r幼 前項の目的 1(小・r:t・高等学校家庭科の教科警に

児期Ji児議期(小学生)Ji少年期(中学・高校生)J おけるマークに関する学留の扱い方の変遷)と目的

f成人期Jr高齢期J)を雛軸に， 4つの領域 (r安全J 2 (マークの意味の定着状況)を明らかにするために，
「契約・攻守IJrt警報Jr環境J)に関する能力目擦を 以下に示す2つの研究方法をとった。

横軸にとる「消費者教育の体系シート」を提案した

5)。ここでも生活情報を活用する手立てとして，マー

クに関ずる学習で渚うカが明示されている(表 1)。

初等・中等教育段階の「幼兇期」から「少年期Jに

ついて見ると，幼兇期では他者からマークの情報を

聞き，小学校では商品にマークがついていることに

気づき，中・高等学校ではマークの;意味が浬解でき

る，という成長に応じた能力の育成が構想されてい

る。「生i援にわたる J消費者教育という考え方そ採

るならば，学んだことが「成人期J，r高齢期jでも
活用可能な力を初等・中等教育段階で定着させるこ

とが課題といえる。

そこで家研究では，家庭科教育の中で長ぎに渡

り教材とされてきた生活情報の活用，とくに商品の

マークに関する学習の扱いを概観するとともに(目

的 1)，マークに関する学習の目的の一つでもある長

期的に「臼常生活で活用できる知識の定着」状況に

ついて現状と課題そ検討する(自的2)。

1.家庭科教科撃に掲載されたマーク

日的 lを明らかにするため，高度経済成長期以降

にあたる 1970年代以降の家庭科教科書そ分析対象

とした。マークに関する内容は，マークの図柄だけ

でなく，本文や脚注で名称紹介が文字でなされるこ

ともあるが，本研究ではマークの図柄掲載で「記載

された」と判断する。記載内容の変イヒを見るために，

①長年にわたり家庭科教科書を発行し，@シェア率

が高い， A社の教科設を用いる(小学校と中学校)。

但し，高等学校「家庭一般Jについては， A社が調

査対象期間中に教科警を発行しなかった時期があっ

たので， c社の教科護者E一部用いる。なお， A社の
内容と比較するために， B校の教科書 (2007年発

行分のみ)も検討データに加える。分析に用いた教

科警は引用文献の議後にまとめて掲載した。

2.マークの認知度に潤する質問紙調査

次に目的2を検討するため，大学3，4年生40名(男

子 20名，女子20名)そ対象に，マークの認知度に

表 1 )荷量達者教育の体系化 (r領域別罰標①Jx rライフステージJ)抜粋

み処 安全 契約・取引 七，'1¥iIi 環境

①安全な物を選んで正しく ①欲しい物な手に入れた ①身近な人に.ll;Wtトクなど

幼児JVl
使えるように身近な人に間 り，やりたいことをすると 環境に関するf酔在宅E路くこ
くことができる。 きによく考えることができ とができる。

るo
①(前路)身の絞りの向日i①身の|刻りの尚品を波うと ①情報のi収集などの際に情①身のfmりの商品に環境に

児澄}羽 の安全に測するトヲや品焚 きに必要伎を考えた上で古Ifi報通信そ適切に活用でき 関するマサなどの情報があ

{小学生) 表示に気づくことができ 協や，'fi'，'l1{を比絞できる。 る。 ることに気づくことができ
る。 る。
①臼用品の商品のマサや品①日用の商品をnうときに ①情報通信の手!J仮j性を理解①日mの1fff(;1のマサや品質

少年期
質表示などのj慈tI球主i:J1l1解し 必要性や{rlli務・品質などを し，情報の収集・~fえなど 表示などのj初球を耳目解し，

( rfl・高生)
て，集めたfli?綴の中から'ti:比較検討して選択できる。 の際に情報遜{えを適切にお1;環境に況践した商品を選ぶ

全な詰'ii!'ITJを巡びi遜切なI&t及 JHできる。 ζとができる。

ができる。

(資料11¥所 :y句協H:jfB民生活応2007.3)
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表2 務査に用いたマーク一覧
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関する質関紙調査を実施した (調資時期:2007年

10月)。大学生を対象としたのは，小学校から高等

学校までに家庭科で学んだマークに関する知識が長

期的に見て，どのような部分で定着した/しなかっ

たかそ検討するためである。なお，高等学校の教科

警は「家庭総合Jを用いた。調査対象としたマークは，

2007年に小・中・高等学校で使用されている家庭科

教科察に掲載されたマークのうち 42種競を抜粋し

た(表2)。表2の枠内に示されているアルファベッ

ト A~F は，マークの用途に応じて分類し，各分類

の説明は表2の下に示した。アルファベットの後に

つけられた番号は，各分類の通し審号である。

質問紙の内容は，調査対象のマークについて，①

(そのマークを)見たことがあるか(実擦にそのマー

クがついた商品を見たことがある/本やインター

ネットなどで紹介されているのを見た)② ①で「見

たことがあるj と回答した人には，そのマークにつ

いて知っている情報(マークの名前，マークがつい

ている商品名など)，①で「見たことがないJと回

答した人には， rマークのイメージjそそれぞれ質
問した。

111.結祭と考察

1.家庭科の教科撃に登場するマーク

表3は，小学校の家庭科教科書に記載されたマー

クの穏類一露である。表の最上部にあるO数字は学

習指導要領改訂施行時期<⑤第6次 (1971-79)，

⑦ 7次 (1980-91)，争8次 (1992-2001)，⑨ 9

次 (2002 現在)>に捷用されたことを意味す

る。第7次に相当する期間に発行された教科書は，

1980年版以外に 83i:j三， 86年版も見たが，問じ結

果だったので表中には示していない。表J:f:t左端の番

号は，表2と対応するが，表Z以外のマークも含ま

れる。「取」とは，取扱い絵表示を意味する。

表3を見ると， A社の教科書に掲載されたマーク

数は，第8次学習指導要領改訂施行前までは6つQAS

マーク， JISマーク，取扱い絵表示)だが， r環境基

本法 (1994)j以降の環境関連施策を受けて，第8

次改訂期以降は環境に関するマークが登場し，掲載

されるマーク数も 12→15と増加した。
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表3 小学校「家庭科Jの教科警に記載されたマーク

(0=マサの名称、紹介あり *マサの名称紹介あり{一部)
ム口マサの掲載のみ)

学空手指導~í淡改訂旅行11与iむ ⑤⑦③  ⑨ 

千時17
マニトゴ竺

Atl: Bよ1:
1977119801200012007 2007 

A1 紙製容器包装識別マーク ム

A2 
プラスチック製容gg包装滋

ム別マーク

A3 
スチール{II材質識別表示

ム ム ムマーク

A4 
アルミ街材質滋日IJ炎mマー

ム ム ムク

A5 PETt.. Hj，~別表訴J'マーク ム ム ム

A6 エコマーク ム ム 。
A7 グリーンマーク ム ム 。
A8 リターナルブルびんマーク ム

Bl ]ASマーク 。。。。。
C1 ]ISマーク 。。。。
1&1 i先いjj * * ム 本 * 
取2絞り方 * * * 
1収3ごi二しjj * * ム 申 * 
i説47イu;;の滋l交，かけプJ * * ム * * 
l段5俗芸会ì?，~13の可後 ム ム * 
D3 PSEマーク 。
D4 SGマーク 。。
。6安全マサ ム

本文の表現の変化を見ると，第8次改訂施行前は，

fとりあっかい表示記号をみて， B常着はできるだ
けかんたんに洗たくできるものを選ぶ6)j， rいろい
ろなマークや表示が，なぜ品物につけられるように

なったのだろうか，その理837.r考えてみよう 7)j等，

やや難しい聞いも併記されたが，第8次改訂以降の

教科審では f(これらのマークが)どんなことを表

しているでしょうか8)j と間いが易化した。そのほ

か， 1986年版以降の教科警には「いろいろな品質

表示やマークを集めてみよう 9)j と，実際の授業や

家庭学習への示唆が掲載された。

次に，中学校の家庭科教科書に掲殺されたマーク

を見る(表4)。小学校の場合と悶様に表の最上部に

は学習指導要領改訂施行時期を示した<⑤第5次

(1972-80)，⑤6次(1981-92)，⑦7次(1993-2001)，

骨 8次 (2002 現在)>。該当教科警では，教科

書で扱うマークの一覧が掲載され，該当領域でそれ

ぞれ参照できるような領域横断的な構成をとってい
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表4 中宇校「妓術・家庭科Jの教科警に記載されたマーク

(0=マサの名称紹介あり *マサの名称紹介あり(一部) ムzト?の掲載のみ)

当主惣指導~露1改訂施行11寺m ⑤ ⑤ ⑦ ③ 学総J詩話予援軍1改訂施行i待J~J ③ ⑤⑦  ③ 

すみpごさ A手J: BU 
怒号
マ二訴と!と

A全l: BU 
語t~ラ 19721197511978119811200012007 2007 19721197511978119811200012007 2007 

Al 紙製草李総包装;~1i)JIJ7-。 。 取 1i先いjj ム * 
。。。

A2 
プラスチック塁~~李総包 。。1:& 2 絞り方 ム * 

。。。
装滋jJlJマーク

A3 
スチルfft材~1滋別袋 。、r、J 。i以3ご1二しjj
ぷマーク

。。
* * 
。。。

A4 
アルミ{]jt.Hま識別表ぷ 。。。l[H アイロンのかけ方 。。。* 。。。マーク

A5 
PET 事'M高知~Ij表不マ 。。取5時i長長i或(1の可否 。。。
ク

A6 ヱコマーク 。。。i以6ドライ?~-ニンゲ 。。 牢 。。。
A7 グリーンマーク 。。。D1 SFマーク 。。。
A9 
PETポト井リサイクル鍛 。 D2 PSCマーク 。。
焚マサ

AIO 省エネ1'1マーク 。 D3 PSEマーク 。
Al1 
iii't紙使mトク 。。D4 SGマーク 。。。
(j'-J)'マサ)

A12 
ll:乳パックI写'fIjJ討す→ 。 D5 STマーク 。。。 。。
(1¥0ックマmク)

A13 
光浴式電池j議自リマサ 。。D6 安全マー'J(Sトク) 。。
{ストj'O":マサ)

A14 
rI~ 際工ネルキ.ーÀ)l-OJ・ 。 D7 SCマーク 。
(エナシ・恥AH

Bl JASマーク 。。。。。。。D8 月1事llt'な気JlJ.II， 。。。。。
B2 有機JASマーク 。。D8' 乙車Eをな';<UH.IIJ 。。
B3 't.，IE情報公表JAS7サ 。 D9 1lIlrliif A検定合絡マサ 。。。
B4 
特定保健llJ食品 。。DIO LPG検;友会総トヲ 。。。(トクホマーク)

B4' 特殊%:i安食品 。。。。。 D11 ti'i1ifiマサ 。
B5 特別Jil途食:171 。D12 滋トク 。
B6 JHFAマーク 。 DI3 ガス1fJ.¥，'，検1't合総3lE 。
B7 飲}fj乳公.iEマーク 。。 D14 主主化石油ガス機22検 。

1't合物品l
B8 Eマーク 。Dl5 おれIi燃焼然災のマサ 。
B9 冷凍食品認証マーク 。 。。E1 J~i段玩兵 m卒事犬7-7 。。
BIO HACCP 。 E2 j主遊玩只 うさぎトク 。。
Bll 調玉虫法を説明するため 。 E3 シん}¥'-マーク 。。
の統一マーク

B12 JHPマサ(表示務総マサ) 。。。 F3 ジャドママーク 。。
B13 員h減食品認f;IE7-'J 。 消'[Ji者警警告図紀47・ 。 。
Cl JISマーク 。。。。 。
C2 ウールマーク ム .6. 。 。。
C4 Qマーク 。。 。。
C5 SEKマーク 。
C6 |坊炎ラベル 。
C7 
Gマーク 。
(グヲドデずインマサ)

C8 CPマーク 。
Cl1 洗剤の警警告マーク 。
C13 家庭nm議;J~7サ 。。。。。
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た。第5次改訂施行期潤では、マークに関わる各省

庁・団体が明記されているのが特徴的である。この

時期の掲載マーク数は 9→11→15と漸増した (6

次改訂施行時期もほぼ向じ掲載マーク数である)。

また， i技術・家庭Jという教科の性格からか，安

全性に関する表示 (D群)多く見られた。中学校で

も，小学校と同様に環境関連施策が施行された7次

改訂以降に環境に関する表示の掲載が増加した。と

くに， 2000年のA社の教科書では，第6次改訂ま

での特徴を併せ持ち、教科警に掲載されたマーク数

は31(r高裁者警告図記号を含めて)と倍増した。さ

らに， 2007年発行のA社の教科書は，掲載マーク

数が43と2000年版の掲載マ}ク数を凌駕し，環

境に関するマーク以外にも他領域にわたり、新たな

マークが紹介された。同年発持のB社の教科審(掲

載マーク数が31)と比較すると，共遊玩具，シルバー

マーク，ジャド、ママークが新たに加わっている点は

共通しているが， A社は環境表示，繊維製品に関す

るマークをより多く掲載したため，掲載数の違いが

生じたといえる。

そして，中学校家庭科教科書でのマークの取り上

げ方の特徴として， i領域横断的扱いJのほかに， i消

費者の権利Jと関連させた構成が挙げられる。例え

ば，本文で「瀦品を選ぶu寺に，よい選択の手がかり
になるのが商品についているマークや絵，説明文な

どによる表示です 10)Jと述べられた後，具体的に

各種マークの一覧が掲載されるレイアウトになって

いる。

最後に，高等学校の「家庭一般J(~2002 年)J家

庭総合J(2003 年~)教科警で掲載されたマークを

見ると、中学校の教科書で掲載されるマーク数より

も、掲載数は少なかった(表的。なお，表5最上

部のO数字は以下の学習指導要領改訂施符時期<⑥

第8次(1963-72)，⑨9次(1973-81)，⑮ 10次

(1982-1993)，⑪ 11次 (1994-2002)，⑫ 12 

次 (2003 現在)>を表す。先述したように第 10

次学習指導要領改訂施行期まではC社の教科書を用

いる。第 10次改訂施行期までは、掲載マーク数が

中学校「技術・家庭Jの教科議よりも 8→6→6と
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少ない。また，小学校・中学校で取り上げられた取

扱い絵表示の記載もあまり多くない。第 10次改訂

施行期までの分析対象の教科番がA社ではなく， c
社という違いからこの結果になったとも考えられる

が，第 11次改訂施行期のA社の「家庭一般Jの教

科書でも掲載マーク数が9つだったので，この時期

までの「家庭一般Jの教科醤の螺向といえるかもし

れない。

教科書でのマークに関する記述を見ると「消資生

活の合理化Jという項目の中で， i一定の議準や品

質基準にあっている ζとを示すJISJAS，その他の

マークや品質表示が義務付けられているので，これ

らを手がかりに商品を選ぶようにすればよい 11)J 

と説明され、中学校までと同じように，購入の際の

自安としてマークの表示に会I憾の信頼を寄せた表現

になっている。

第 11次改訂施行期のA社の教科警では，小学校，

中学校で増えた環境に関するマーク数もエコマーク

のみだ、ったが，第四次改訂施行期である 2007年

の教科書では，掲載マーク数が21(A社)，32他社)

と環境に模するマークを中心に伸びた。高等学校で

は、マークそのもの自体よりもマークをつける根拠・

背景となる法律に関する記載が見られ，冒頭で言及

した「消費者基本法jや「循環型社会形成推進基本法」

などの諸法のあらましについて言及されている。

以上，表 3~ 5(小~高等学校)の比較から，中

学校段j轄で最も多くのマークが掲載され、体系的に

マークに関する学習内容が組まれており， 2000年

代以降，マークの掲載数が全学校段階で飛躍的に伸

びたことが明らかとなった。この結果は，環境に関

するマークの掲載数の増加のほか，福祉，情報に関

するマ}クなど，多領域にわたるマークが掲殺され

るようになったためである。また，教科欝の記載内

容から，商品に付けられているマークは購入の際の

目安(環境に関するマーク掲載以降は購入一廃棄の

目安)，という取り扱いが小~高等学校で一貫して

いた。
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表5 高等学校 F家庭一般Jr家庭総合Jの教科饗に記載されたマーク

(0=トケの名祢紹介あり *マサの名称紹介あり (-1郊) ふ=マークの掲jl誌のみ)

側指導制政局工施行HifJUII③|⑨|⑬ i⑬i ⑫ 11学努指導渓領改訂施行側|③|⑨|⑬ I@I ⑫ 
I~ 同~.~1.-1 家路一般 l家路総合lI I~ …Fい| 家庭一般 l家庭総会

制 1-，ごうト¥発行il三i c幻 1 AfJ: IBUIi翻 L，コト¥7ml C:J:1 1 A tJ: Istl: 
E刊の名前 ~1197111979119821200212∞*∞~'''Î刊の名前 ~Iω叶19791198212∞21200中∞7
A2 I正論ごとZ隣組II I I I I 0 11 C 1 IJISマーク I I I I I o賓
|スチール街材質識別表E
A3 I示マーク

アルミM材質識別表司王
A41マーク
PET事.トh識別表示

A5 Iマーク

A6 1エコマーク

A7 Iグリ}四ンマーク
ーリターナルブルびん
A8 手ニク

A¥10 省エネ性マーク

11写生紙使mマークAlllcアールマーク)
牛乳パックjlJ利mマー

A121 ク(1¥0γクトヴ)

充i程式えi地綴目サマー川ス
A131ト7日時マサ)

1[五!際エネルギースター
A141ロゴ{工ナトスト)

A151PETボト料開リJHr¥1マ-'J
A161省エネ性マーク

|際情滋話・ PHSなどの
A171 lm収川統一万7か
81 IJASマーク 1 10  

82 I有機]ASマーク
B4 1特定保健月1食品
|(トクホマーク)

B4' I特殊51捕食品 10  

B5 1特別JIl途食品

B6 IJHFAマーク

B8 IEマーク

関|冷凍食品認証マーク 1 10  

ムl

ムl

ムi

01010  。
。
。
。
。
ム10

。
。。
。
。。
。10
。。。

11 C2 1ウールマーク

11 C31州サ川

11 C6 liiβ炎ラベル 。。
C7 
Gマーク 。
(グ7ト・デサ..1;1<サ)

C9 Sマーク 。
C10 LDマーク 。
C12 オ寸.ニ7クコットン 。
C13 言i殴探検定祇r:1l 。
C14 洗たく慾!i':染;ilt渓 。
C15 グリーンブラ 。
C16 性能表示マーク 。
J.fJ(1 洗いえf * ム * * 
取2絞り方 * ム * * 
取 3ご子しプi * ム * * 
取4アイロンのかけJj * ム * * 
耳~5 取系i祭!当のt百戸? * ム * * 
取 6ドライヲリ山ニンゲ * ム ネ * 
1[;(7 ISOによるi以J及絵炎/]'¥ 。
D4 SGマーク 。
D5 STマーク

D8 I1J締電気月1r¥11 。
D8' 乙級電気IIJ，¥TI 。
E1 Jt遊玩災 自殺犬マサ

E2 共遊玩兵 うさぎゃう

F1 オンラインマーク

F2 プライバシーマーク

消費密警警告限記号 。。

。
。

。。
。
。。
。
。
。

。。。。

2.大学生のマークの認知農 学習指導要領施行期=7次).高等学校(前/現行

次に，高等学校までに学んだマークに関する知識 学習指導要領施行期=11 / 12次)にあたる。ょっ

が，日常生活でどのように活用されているのか，時 て，家庭科教科書にマーク掲載数が増えた時代に家

掃をおいてどのように定着したかを見るために，大 庭科教育を受けてきた層と考えられる。

学生を対象にマークの認知度に関する質問紙調査を (1)認知度の高かったマーク

実施した。大学3・4年生が家庭科そ学んだ時期は， 表 6上表は.r商品にマークがついているのを見

小学校(前学習指導要領施符期口 8次).中学校(前 たことがあるJの上位 10{立を示したものである。
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霊祭6 学生のマーク認知度 (N=40) 

ij留品Lこマサがついているのを見たことがあるjの殴答率
が高かったもの(%)

五有~主日コ子主 iが{漁つ協いこ刊てマー?の紹見
マークの名前 いるのを 介なら 合員十

5が2あたること
たことが

料、， ある

Al 紙製容総包装識別マサ 100.0 100.0 

A3 スチー品{日材質減}]IJ五三刀王子ク 100.0 100.0 

A4 llvミffi材質識別表示マサ 100.0 100.0 

A2 アラスチッヲ裂を手~~包装由貿)JIJマサ 97.5 2.5 100.0 

A5 PET;j;" rlv識別表司王マーク 97.5 2.5 100.0 

A6 ヱコマーク 97.5 2.5 100.0 

B4 
特定保健j日食品

90.0 7.5 97.5 (トクホマーク)

A7 グリーンマーク 85.0 15.0 100.0 

Bl JASマーク 75.0 20.0 95.0 

B7 飲JH手L公正マーク 67.5 2.5 70.0 

ij1jj品にトクがついているのを見たことがあるjの回答が
iOJだったもの

記下T口竪J 

百'6.17品こ村
可ー与の見総がついて プ?ならマークのぞ3前 いるのを たことが

メ1=1当、ぞiil
1て二3j1 見があたること ある

D5 STマーク 20.0 20.0 

D2 PSCマーク 7.5 7.5 

B6 JHFAマーク 5.0 5.0 

AI0 ~エネ性マーク 2.5 2.5 

El Jt;遊玩只盲導犬マーク 2.5 2.5 

E3 シルバーマーク 2.5 2.5 

A8 リターナルブルびんマーク 。
C8 CPマーク 。
Dl SFマーク 。
Fl オンラインマーク 。

10偲のマークのうち，7つを環境に関するマーク(分

類A)が占めた。「商品にマークがついているのな見

たことがあるJの回答率はほぼ9部以上であり，iマー

クの紹介なら(本やインターネットで)見たことが

ある」を含めると 100%である。また，これらのマー

クは分類Aの中でも教科警掲載率が高いのが特徴的

である。そのほか，大学生に認知度の高かったマー

クは食品に関する表示{分類B)で，r特定保健用品(ト

クホマーク)J，ワASマークJ，i，飲用乳公正マークj

である。これらも分類Bの中では教科書で言及され
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ることが多い。

(2)認知度の低かったマ…ク

次に， i商品にマークがついているのを見たこと

があるJの回答が皆無だったマーク 10種類から，

認知度の低かったマークの特徴を晃ていく。表6下

表に示すように，とくに分類Dの安全性に関する表

示 (STマーク， PSCマーク， SFマーク)，分類廷の

福祉に関する表示(共遊玩具盲導犬マーク，シル

パーマーク)の認知度が低調である。分類主につい

ては，比較的最近になって教科警に掲載されている

ので，学習経験がなかったことが理由として考えら

れるが，分類Dの安全性に関するマークは，中学

校の教科警で比較的ふれられる機会が多いものであ

る。例えば， STマークは回答者の 1/5が「マー

クの紹介ならみたことがある」と照答しているが，

実際、の商品購入場面でマークと務品そ確認するとい

う経験がなかった/忘れてしまった，と考えられる。

認知度の高かった分類Aの中で， i省エネ性マークム

「リターナブルびんマーク」の認知疫が低かったの

は，商品にマークが付けられている位置がわかりに

くかったことが推祭される。「リターナブルびんマー

クJを例にとると，びん自体にマークが付けられて

いるため碍色になり，自立ちにくい。よって，マー

クの存在を知らない場合，巨に留まらないのかもし

れない。

また，表6の下表には掲載していないが， i溺品

にマークがついているのを見たことがあるJiマー

クの紹介なら見たことがあるJの合計値が低かった

マークは， i間諜エネ峠-ストロコ・ (A14)J 15.0%， iプ

ライパシーマーク (F2)J5.0%，iQマーク (C4)JiSEK 

マーク (C5)Ji共遊玩具 うさぎマーク (E2)J2.5%，

であり，一部を除いて比較的最近になって使用され

るようになったマークが多い結果となった。

(3)マークの意味の明解

表2に挙げたマークについて，さらに具体的に知っ

ている事柄を自由記述によって回答者E得た。表7は

表6に示した「商品にマークがついているのを見た

ことがあるJの回答率上位/下位 10位の回答内容

である。ここでの自由回答記述は複数自答とした。
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表7 学生が認知する各マークに関するf警報(複数回答)

九百!日lこマークがついているのを見たことがあるjの問答率が高かったマーク )問符人数

iJi!，たことがあるJと問答した学生がされ、たワード Ji!，たことがないと問答した
マークの名前 正重量/1名 向品名以外 学生がさ?いたワード

/斗(15). f1Vt紙 (8).消しコ，kの
トス (8).今季し/¥"7(4).紙，，'け (4).

紙製~5M~包装識別マサ
お策子のm(3)，シ十アイyの;芯の

リザイクゆ(2)箱(2)，トイレヴトヘ'_/¥0_ (2)， 担/¥'コ，

日mけ止めクリームの容R;i， 7トチ工の
祭主 ;;j三

スチ叫ん{石材質綴別表示マーク
f五γユース(6)，缶コート(5)，おヲ誌の

スチー舟:行 (26)，Qlfイ外(2)
入った缶

7fvミ街H~，議日IJ表示マサ
f日γユース(8).(日'-IY(2)， コーラ (2)、

711>ミtr:i(26)， ザザイク1)， (2) 
ポカリ (2)

消しゴム (5)，ぐすトドト長 (5)，(1彦
江:~夜 (4) ， 事。ケ7トテイ7シュ (3)，シャープ

7' うかけ製容2Rf:g~主議官IJ イyの芯のトス (2)，のり (2)，ヨサ7'うかけの容認・もの (15)，ザザイク
マ“? 'IYトの:gifii，会il告トレイ、シャン7'-*'トル(2)

IY，コY妙トの洗浄液，マヨトス慣の~gii，
がムの箱，担/¥'コ

PET*' tlY誠JJIJ表爪マーク ヘ。ツト本・ト舟(35) ワサイクIY，再利IIIできるもの?

工コマサ (14)，再利用されたもの
ノート (15)，トイレヲトヘ@→¥'-(3)、シ についている (5)，リザイクII'.燃や

エコマーク
ャー7・"，'')の，Eiのケース(2)，洗剤 (2)，したり姶でたりしても.l't!lBj(!こ
ぐ')(2)，鉛策、蛍光ペン， *"-舟ヘ ~&.~~診警撃を与えないJl'!î，\拾について
'/ いる，地球にやさしい素材でつ

くられたもの

ヘルシ7(13)、エコナ(7)，京ウーロン茶(7)，健康によいイメサ， (2)，特定保健
特定保健IH食品 ヤクルト (6)、マヨト7-:(2).号アリメント (2)，JH食品マーク，健康食品，健康

特定保健JTJ食i弘
(トクホマーク) 健康食品(2)，7・1)，カ.リ7ヨーク'II'ト，話11，によいと}学生労働省が認めたも

トマトγュ-7-.， キシ，)トー幼.ム の

グリーンマーク
ノート(17)，テイ7シュヘ'-/¥'-.菓子 ゲトンマーク (8)，リサイクII'， f.';Wiにや
類の箱 ざしいもの

JASマーク トス，務詰11，号車t;fん γャスマサ (9)，安全なイメサ・

欽JIj字L公正マーク Lj二乳(16)
公正トク (3)，公正取引奈良会公
認のや77

「拘1171にマークがついているのを兇たことがあるJの凶答が iOJだったマーク

「マ クの紛介なら見たことがある」 wたことがないと|回答したとIITI答した学生が書いたワ ド

マクの名前 商品名 日百 I~Ó名以外
学生が設いたワード

STマク おもちゃ (6)，Ili (2) STマサ， 安全なイメサ.

PSCマク 家m製品(2)
JHFAマーク

健康によさそうな食べ物の/¥0け
サ‘についていそう

省エネ性マーク
エコによさそうな溺品7，イ-7'
ラス?

;j:!<Jfft玩災 o導犬マーク f犬を大切にj¥'-久子ども向
けの袋品

シルバマク

リj-tlYアゐびんマーク リー}イ?井!日?

CPマク パソコン?

SFマク SF映調?

オンフインマーク
イントネ?トオンラインショッピYゲ許可， すン
ラインシヨ7ピンゲ
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表7からわかるように，回答率が高かったマーク(表

7上表)については商品名，商品以外の事柄が複数

警かれていることがわかる。また，商品名として

挙げられているものは学生が日常'生活で使用してい

るものが大学である。一部事実誤認(椀えば，飲用

乳公正マークの管理主体名など)や表現不足(プラ

スチック製容器包装識別マークでの「消しゴムJ→

「消しゴムを包装するフィルムJ)が晃られる怠のの，

概ね事実誤認は少ない。

一方，表7下表の認知度が低かったマークを見る

と， iマークの紹介なら見たことがあるJで回答が

あった項目では，一部事実誤認 (STマークの「車J)

が認められた。「マークを見たことがないJ調査対

象者がマークの意味を類推した回答では，類推が当

たっている回答もあるが，全体的な傾向として，マー

クの意味を類推しにくいことがうかがわれた。

IV.まとめと今後の課題

本研究は， 1970年代以降に発行された小・中・高

等学校家庭科の教科警に掲載されたマーク/マーク

に関する学習の特徴そ採った。その結果，①中学校

段階で最も多くのマークが掲載され、体系的にマー

クに関する学習内容が組まれている， φマークは購
入の際の目安(環境に関するマーク掲載以降は購入

一溌棄の目安)，という取り扱いは小~高等学校で、

一貫している，③A.B社の記載内容比較から，教

科議会社によって掲載されるマーク数に違いはある

が，掲載される領域は似通っている，④2000年代

以降，マークの掲載数が全学校段階で飛躍的に伸び

た，③@の結果は，環境に関するマークの掲載数

の増加が寄与したほか，福祉，情報に関するマー

クなど，さらに多領域のマークが掲載されるように

なった，ことを確認した。

次に， 2007年に使用されている小・中・高等学

校家庭科の教科書に掲毅されたマークそ大学生がど

の稼度認知しているかを紫陽紙調驚から検討したと

ころ， i環境Jに関するマークの大学生の認知度は

格対的に高かった。そのほか，教科書に掲載されて

いたり，日常生活で使用する機会の多い商品に付け
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られていたり， CMでよく日にしたりするマークも

認知度が高い館肉にあった。しかし，教科書に掲載

されることが多いマークで、あっても，実際の商品に

マークがついているのを見たことがない場合は，認

知度が低下したり，イメージの誤認も認められた。

但し，本研究の識変対象者数は 40名と少数だ、った

ので，今後対象者を増やした追議査を実施・検証し

たい。

冨頭に述べたように，マークに潤する学習は長ぎ

に渡って家庭科教育における消箆者教育の教材とし

て実践が積まれてきた。しかし商品やサービスに

付けられるマークは，法律の制定，業界の自主基準

の設定や改正に伴って，新たに付け加えられたり，

改廃が行われたりするため. iマークの名称を覚え

る」だけの学習は，マークに関する学習がねらう自

的にかなうものとはならない。例えば，大学生対象

の調査で認知度の高かった「特定保健用食品(トク

ホマーク)Jの場合，以前は「特殊栄養食品制度」だっ

たので¥制度変更があった 1996(平成8)年以前

の教科議では「特殊栄養食品マーク」が掲載されて

いる。ほかにも，マークのデザインが変えられたり

QISマークなど)，名称、が変えられたりしているマー

クもある。今後，経済のグローバル化に伴う間際基

準化で，新たなマークの創設やデザインの変更がさ

らに生じると考えられるが，多くの人がその意味を

類推できる「わかりやすさ」の工夫がマークを作る

側にも今後さらに求められるであろう。 ζのζとは，

議資票で国示したマークを「見たことがないj回答

者が，マークの意味そ類推しにくかったという

結果からも，その必要性が裳付けられる。

そのほか，マークの学習をややこしくする背景に

は，マークの付与で消費者に保証される品質や補撲

の有無がマークによって差があるため，わかりにく

いことである。大学生対象の識査では安全性に関す

るマーク(分類D)の回答率が低かったが，この中に

は金銭等による補償を示すマークも含まれていた。

以上のことから， 1970年代の小学校の教科警に掲

載されていた， i何のためにマークが付けられたの

かJという背景から， i消費者の権利と資任J7A:捉



え，消費者と生産・流通を担う社会との関わりに迫

ることが，学校教育段階で達成できることを改めて

確認したい。また，大学生対象の調査では，官普段使

用したり自にしたりする商品に付けられたマークの

認知度が潟かったことから，日常生活に結びつけた

学習の効果を再確認できた。その一方で， r廃棄(あ

るいは再利用)Jのための情報(環境に関する材質

識別表示)の読み取りが必ずしも正確で、はなかった

ことから， r廃棄(あるいは得利用)Jという生活行

動とマークの活用を結びつけたこれまでの家庭科授

業実践分析を今後試みたい。
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